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第34回全国(国際)大会のお知らせ
１．主催校挨拶
台湾の中央に位置する台中市は、台湾で二番目の大都市へと成長を遂げました。古くから交通の要所として発展してきた陸・海路はもとより、直近では台中清泉崗空港が国際空港に登録され、ソウル、沖縄、広州、深セン、香港、ホーチミン、ハノイなどに加え、2018年6月より東京成田への定期便運航が開始されました。
古くから台湾経済を支え、全世界の各産業に貢献し「60キロの精密機械エリア」と称されてきた中部工業エリアには現在、10か所の工業パークが建設されています。これら工業パークには、台湾を代表する自転車・工作機械・部品産業の七割が生産本部を、またLARGAN・CANON・Asia Optical等の光学産業、TSMC・SPIL等の大手電子産業の多くが大規模な生産拠点を設けており、今日では機械・光学・電子産業にとって最適な、産業集積地として発展しています。
また、台湾製造業界の将来の展望として、世界的リショアリングの流れから価値創造の重要性を再認識し、顧客価値創造に向けた取り組みを進めている他、台中市は今後五年間で工業パークの増設や低炭素・スマート・イノベーションをテーマとした経済貿易パークの建設計画を進め、持続可能な発展に対し極めて大きな可能性と潜在能力を備えていると言えます。
前回、2010年に開催された国際大会（統一論題「アジアのものづくり経営と日台協働」）につづき、第2回目の国際大会となる今大会では、統一論題：「ことづくり」時代の工業経営～日台共創の視点より～をテーマに、日台協働を超える日台共創の現状を探り、ものづくりの新たな進化、ことづくりの可能性を検討していきます。大会プログラムでは、一日目に、自転車・工作機械・光学と半導体の各産業より選出された企業を訪問、生産現場の見学を通じて台湾製造業の「今」に触れていただきます。二日目のフォーラムでは統一論題に沿った特別記念講演や、各産業のバラエティーに富んだ自由論文報告が行われます。
是非、この機会を通じて台中を訪れ、有意義な時間を過ごしていただけますよう、会員の皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。
第34回全国 (国際) 大会準備委員会委員長　劉仁傑（台湾・東海大学）


２．日程
	大会日程
	2019年8月29日（木）～30日（金）

	
	8月29日（木）：現地工場見学、理事会

	
	8月30日（金）：特別記念講演、統一論題、自由論題、会員総会、懇親会

	大会会場
	台湾・東海大学キャンパス
（407　台湾・台中市西屯区台湾大道四段1727号）

	統一論題
	「ことづくり」時代の工業経営～日台共創の視点より～



３．報告者募集と締め切り
· 自由論題の報告者を募集します。
· 論文のトピックについては、大会統一論題のメインテーマに限らず、工業経営関連の内容であれば、広く受け付けております。
· 非会員の報告も歓迎いたします。
· 大会準備委員会にて二段階（一次選考・最終選考）の選考を行います。
1. 一次審査では、報告論文のタイトルと要旨を審査します。
締切りは4月30日（火）必着です。選考期間は2週間程度です。
2. 最終選考では、国際大会の選考基準に準じ、論文全文を審査します。
締め切りは6月28日（金）必着です。
3. 最終選考通過者へは、報告依頼文を送付の上、大会予稿集原稿を提出いただきます。
締め切りは、8月7日（水）必着です。
· 応募先
台湾・育達科技大学　呉銀澤　先生　etoh@ydu.edu.tw
※全ての連絡は原則、電子メールにて行います。
※応募に関するお問い合わせは大会事務局（asimj2019@thu.edu.tw）へお願いします。
· 応募要領
1 報告者氏名・所属
2 報告論文タイトル
3 報告要旨（400字程度、キーワード5つ）
4 大会Webサイト（http://asimj19.thu.edu.tw）より申込み用紙をダウンロードし、上記必要事項を記入の上提出してください。
5 一次選考通過者には原稿執筆要領などを送付いたします。
6 最終選考通過者には7月31日（水）までに報告依頼文を送付いたします。

４．大会参加費
会員の皆様の他、関係の先生方、ゼミ生などの非会員の参加も歓迎いたします。参加費には、現地工場2社見学時のバス代、2日間の昼食代と懇親会の会費を含みます。また、懇親会へは、ご家族ご同伴での参加も受け付けております。是非、ご参加ください。
· 参加費のお振込みについては、8月16日（金）までに、一括でのお振込みをお願いしております。
1 正会員：15,000円（5月31日（金）までの事前申込み期間中は、12,000円）
2 院生会員：12，000円（5月31日（金）までの事前申込み期間中は、9，000円）
3 非会員：18,000円（5月31日（金）までの事前申込み期間中は、15,000円）
4 懇親会費（ご同伴の家族のみ）：5,000円
※尚、報告する院生会員につきましては、第33回大会（追手門学院大学大会）の余剰金から参加補助金を支給（参加費相当）することを考えております。詳細は大会直前にお送り致します大会案内でお知らせします。
· 振込先 ※お振込の際にはお間違えないよう十分ご注意ください。
1 ゆうちょ銀行もしくは郵便局で手続きする場合
銀行名：ゆうちょ銀行
口座記号番号：00970-9-211740
口座種類：当座預金
口座名義：工業経営研究学会第34回全国（国際）大会
：コウギョウケイエイケンキュウガッカイダイサンジュウヨンカイゼンコク（コクサイ）タイカイ

2 別の銀行等の金融機関から、ゆうちょ口座へ振込場合
銀行名：ゆうちょ銀行
支店名：〇九九（ｾﾞﾛｷｭｳｷｭｳ）
口座種類：当座預金
口座番号：0211740
口座名義：工業経営研究学会第34回全国（国際）大会
　　　　　　　　：コウギョウケイエイケンキュウガッカイダイサンジュウヨンカイゼンコク（コクサイ）タイカイ

　　※会員の皆様におかれましては、同封する払込用紙に必要事項を記入の上払込下さい。インターネットバンキング等を利用して振込を行う場合は、日本側の事務局である田口直樹（工業経営研究学会・事務局）：taguchi@bus.osaka-cu.ac.jpまで氏名、振込日、振込金額をお知らせ下さい。

５．その他
　　宿泊ホテルにつきましては、大会準備委員会が予約代行（福華ホテル）を行っております。工場見学の選択は先着順です。必ず大会WEBサイト（http://asimj19.thu.edu.tw/）の大会参加申込み用紙に必要事項を記入の上、申し込んで下さい。

投稿論文募集のお知らせ（学会誌 第34巻 第１号）
学会誌編集委員長
黒澤　敏朗
2020年3月末発行予定の第34巻 第１号への投稿論文を募集します。募集期間と原稿送付先は、次の通りです。
■　募集期間
2019年5月1日～2019年10月末日まで【必着・厳守】
論文審査は、募集締め切り後にまとめて実施します。
■　連絡先および原稿送付先
〒614-8371 京都府八幡市男山雄徳4-13
　　黒澤　敏朗　宛
メールアドレス：kurozawa@kjo.setsunan.ac.jp
＊投稿上の注意は、次の通りです。
・招待論文を除き、論文はすべて査読付となります。
・ホームページ掲載のテンプレートにしたがってご執筆いただきます。そのため、校正は行いません。
・キーワードを5ワードまで入れていただきます。


＊テンプレートの他、投稿規定・執筆細則・投稿申請書は、学会ホームページに掲載してありますので、熟読のうえご投稿下さい。

なお、現在第33巻 第2号（2019年9月末発行予定）の投稿論文を募集中です。原稿締め切りは、2019年4月末日（必着）となっています。

「学会賞・研究奨励賞・若手研究者賞」候補作品推薦のお願い
会員表彰選考審査委員会委員長
那須野公人
 本学会「内規」第14条により、2019年度の学会賞（年齢制限なし）・研究奨励賞（31歳以上40歳 未満）・若手研究者賞（30歳以下が対象）の候補作品の推薦を4月末までに、那須野公人副会長（会員 表彰選考審査委員会委員長）または学会事務局宛にお知らせください。自薦・他薦を問いません。なお、 会員表彰推薦書の様式は学会ホームページに掲載されているものをダウンロードしてご利用ください。

　
会員異動の報告（2018.11～2019.3）

【入会者】（敬称略）
「正会員」　　　　　　　山岸　健一（日本防蝕工業株式会社）
山崎　裕紀（株式会社船場）

「院生会員」　　　　　　唐　万新（東北大学大学院）
余　忠良（高崎商科大学大学院）

【退会者】（敬称略）　
「正会員」　　　　　　　渡辺　和俊（甲南大学）
　　　　　　　　　　　　山本　俊文（三菱電機インフォメーションテクノロジー(株)/立教大学大学院）

「院生会員」　　　　　　坂本　孝生（大阪市立大学大学院）

【会員種別変更】（敬称略）　　　　　　
髙尾　明照　（正会員⇒シニア会員）


シニア会員制度のお知らせ

2016年度より、本学会ではシニア会員制度が導入されています。会則第４条においてシニア会員は、「以下の条件を満たし、会員本人が学会事務局にその旨を申請し、理事会において承認された者。①10年以上本学会の会員であること。②65歳以上であること。③大学その他の機関に常勤として所属していないこと。」と規定されています。また、会則第５条において、「シニア会員は正会員としての権利を有する。但し、理事・監事の被選挙権は持たない。」となっています。シニア会員の会費は、年額5,000円（内規第１条）です。
　以上の条件を満たし、シニア会員資格への移行をご希望の会員は、その旨を学会事務局までご連絡下さい。

会費払込用紙（払込取扱票）の変更につきまして

[bookmark: _GoBack]　これまで「赤色の払込取扱票（手数料：学会負担）」で会費を納入して頂いておりましたが、2019年4月1日より手数料値上げ（＋70円）が行われること、また、学会事務委託先の変更に伴う学会事務委託費の負担増に鑑み、学会財政の負担を軽減するために、2019年度より会費を「青色の払込取扱票（手数料：会員負担）」で請求することを理事会で決定致しました。会員の皆様におかれましてはご負担をおかけすることとなりますが、ご理解の程よろしくお願い致します。

学会通信等、学会情報の電子化に伴うメールアドレス登録のお願い

　第33回大会総会で決定致しましたように、学会通信等、学会からの情報を2019年9月以降、紙媒体での郵送から電子配信に切り替えて行きます。つきましては、学会事務局に登録するメールアドレスから下記の要領でメール送信して頂きますようお願い致します。

　　・送信先メールアドレス：asimj-post@bunken.co.jp
　　・件名：登録メールアドレス
　　・メール本文：会員氏名および登録メールアドレス
　　・連絡期限：2019年6月30日

　　※尚、電子メール等送受信環境にない会員の皆様におかれましては、大変お手数ですが、工業経営研究学会　会員窓口（〒162-0801　東京都新宿区山吹町358-5　アカデミーセンター、Tel：03-6824-9373　Fax：03-5227-8631）にその旨連絡頂きますようお願い致します。


お詫びと訂正

　学会通信No.87におきまして、議事録に誤りが御座いました。ここにお詫びするとともに以下のように訂正致しますのでよろしくお願い申し上げます。
・（誤）３．2017年度（2016年7月～2018年6月）会計決算（中島）
・（正）３．2017年度（2017年7月～2018年6月）会計決算（中島）
・（誤）４．2018年度（2017年7月～2019年度6月）会計予算（中島）
・（正）４．2018年度（2018年7月～2019年6月）会計予算（中島）

　　事務局委託先の変更についてのお知らせ（再掲）

　学会事務業務の一部を委託していた学協会サポートセンターが、2019年3月末日をもって解散することとなりました。これまでは、学協会サポートセンターが会員管理業務（会費納入、住所管理、学会通信・学会誌の郵送など）を担当していました。
2019年1月1日より、会員管理業務の委託先が(株)国際文献社に変更しております。あわせて、会員事務（会費納入、住所管理、学会通信・学会誌の郵送など）担当窓口が下記のように変更となりますので、お知らせいたします。

工業経営研究学会　会員窓口
〒162-0801　東京都新宿区山吹町358-5　アカデミーセンター
Tel：03-6824-9373　Fax：03-5227-8631
E-mail：asimj-post@bunken.co.jp
※受付時間　平日9:00～12:00、13:00～17:00（土日祝を除く）
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